
                   
 

 
 

六
月
二
日(

土)

に
第
十
九
回

「
語
り
部
養
成
講
座
」
の
開
講
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
年
は
大
人
の
受
講
生
九
名
、

子
ど
も
の
受
講
生
六
名
で
開
講
し

ま
し
た
。 

例
年
に
な
く
大
人
の
受
講
生

が
多
く
、
そ
の
う
え
全
員
初
心
者

で
、
開
講
式
で
は
意
欲
満
々
の
自

己
紹
介
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

子
ど
も
の
受
講
生
に
つ
い
て
は
、

初
め
て
受
講
す
る
子
も
い
ま
す
が
、

大
体
が
何
年
も
受
講
し
て
お
り
、

一
番
長
い
子
は
八
年
目
に
な
り
ま

す
。
子
ど
も
達
も
大
人
に
負
け
ず

意
欲
的
で
、
今
年
の
語
り
部
養
成

講
座
は
活
気
が
み
な
ぎ
る
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。 

開
講
式
が
終
了
す
る
と
す
ぐ
に 

             大
人
の
部
と
子
ど
も
の
部
に
分
か

れ
、
テ
キ
ス
ト
を
使
い
な
が
ら
練
習

に
入
り
ま
し
た
。 

 

語
り
部
養
成
講
座
は
、
六
月
、

七
月
、
八
月
四
日
ま
で
の
第
一
、

三
、
五
土
曜
日
の
全
六
回
。
最
終

日
の
八
月
四
日
に
は
、
閉
講
式
で

受
講
生
の
発
表
が
行
わ
れ
る
予
定

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

               

         

去
る
五
月
二
十
七
日
（
日
）
夕

鶴
の
里
友
の
会

（
伊
藤
進
司
会

長
）
主
催
に
よ
る
、
第
十
六
回
「
民

話
の
語
り
駅
伝
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
語
り
駅
伝
は
、
語
り
手
が

一
本
の
た
す
き
を
か
け
て
語
り
、

次
々
と
語
り
手
に
繋
い
で
い
き
、

往
路
十
名
・
復
路
は
夕
鶴
の
里
友

の
会
に
よ
る
寸
劇
「
か
ら
す
」
か
ら

始
ま
り
、
九
名
の
語
り
手
が
た
す

き
を
繋
ぎ
ま
し
た
。 

今
年
は
、
民
話
会
ゆ
う
づ
る
島

貫
貞
子
さ
ん
の
「
屁
っ
た
れ
嫁
ご
」

で
ゴ
ー
ル
と
な
り
、
第
十
六
回
「
民

話
の
語
り
駅
伝
」
は
大
盛
況
で
終

了
し
ま
し
た
。 

       

   

 

        

友
の
会
主
催
の
研
修
旅
行
が
、

六
月
九
日
（
土
）
に
行
わ
れ
、
会 

員
二
十
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

今
年
は
、
最
上
峡
芭
蕉
ラ
イ
ン

観
光
を
メ
イ
ン
と
し
、
船
の
中
で
は

ガ
イ
ド
さ
ん
の
「
最
上
川
舟
唄
」
を

聞
い
た
り
、
景
色
を
眺
め
た
り
、
お

弁
当
を
食
べ
た
り
と
、
舟
下
り
を

満
喫
し
ま
し
た
。 

 

帰
り
は
、
新
庄
ふ
る
さ
と
歴
史

セ
ン
タ
ー
で
、
新
庄
山
車
会
館
、

新
庄
市
歴
史
民
俗
資
料
館
、 

雪
国
民
俗
館
な
ど
を
見
学
し
て 

き
ま
し
た
。 

           

夕
鶴
の
里
友
の
会
で
は
、
随
時
友

の
会
の
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

民
話
に
興
味
の
あ
る
方
、
ご
入
会
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！ 

★
入
会
・
お
問
合
せ 

夕
鶴
の
里
友
の
会
事
務
局 

（
夕
鶴
の
里
内
） 

℡
０
２
３
８
‐
４
７
‐
５
８
０
０ 

「屁ったれ嫁ご」を語った

島貫貞子さん  



6 月５日  ３齢  

 体長 1.5 ㎝  

6 月１０日  ４齢  

脱 皮 が 終 わ っ た

蚕 は 桑 を 食 べ 始 め

ました！！  

 

  

6 月１９日  ５齢  

  体長７㎝  

     
六
月
五
日
（
火
）
、
夕
鶴
の
里
に
、

お
蚕
様
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。 

夕
鶴
の
里
の
他
、
市
内
七
ヶ
所

の
施
設
で
も
飼
育
が
始
ま
り
ま
し

た
。
最
初
は
三
齢
、
体
長
一
、
五

セ
ン
チ
ほ
ど
の
お
蚕
様
で
し
た
が
、

日
に
日
に
成
長
し
、
二
回
の
脱
皮

を
経
て
、
七
セ
ン
チ
ま
で
大
き
く
な

り
ま
し
た
。 

                           

    
 

  

六
月
十
七
日
（
日
）
お
き
た
ま

語
り
部
の
会
（
丸
山
尚
会
長
）
主

催
の
「
第
九
回
お
き
た
ま
語
り
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
、
夕
鶴
の
里
語
り

部
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

今
年
は
大
人
九
名
と
民
話
を

勉
強
し
て
い
る
小
学
校
児
童
八
名

の
語
り
の
他
に
、
平
野
昔
語
り
の

会
さ
ん
と
米
沢
と
ん
と
昔
の
会
さ

ん
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
寸
劇
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。 

 
語
り
も
寸
劇
も
、
伝
説
民
話
や

笑
い
話
、
教
訓
な
ど
の
内
容
が
多

く
、
場
内
は
頷
い
た
り
、
笑
っ
た
り

と
温
か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い

ま
し
た
。 

   
 

 
 

     
 
 

          

                     
 

           
日
時
： 

七
月
二
十
九
日
（
日
） 

十
時
～ 

場
所
： 

夕
鶴
の
里
調
理
室 

  

☆
ピ
ザ
を
作
っ
て 

食
べ
よ
う
！
！ 

  

参
加
費
： 

二
百
円 

 

                         

◆
日
時 

七
月
八
日
（
日
） 

 
 

 
 

 
 

午
後
一
時
三
十
分 

 

◆
場
所 

夕
鶴
の
里 

語
り
部
ホ
ー
ル 

 

◆
内
容 

五
十
嵐
七
重
さ
ん
の 

（
福
島
の
語
り
部
） 

語
り
＆
ト
ー
ク 

 

◆
入
場 

無
料 

 

※
五
十
嵐
七
重
さ
ん
の
講
演
（
口

演
）
を
お
聞
き
に
な
り
た
い
方
、

ど
な
た
で
も
、
お
越
し
下
さ
い
。 

 
 

 


